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詳しくはこちらの事例集を
ご参照ください！

ダウンロード
はこちら



臨床検査技師

採血時の静脈路確保
など

救急救命士

初療室での緊急気道確保
など

診療放射線技師

造影剤投与のための
静脈路確保など

臨床工学技士

腹腔鏡手術時の
カメラ操作など

「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等の一部を改正する法律」
（令和３年法律第49号）に基づく

業務範囲の見直し
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詳しくはこちらの好事例集を
ご参照ください！
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マネジメントシステム最大の関門（私見）

職場の文化を変えるのが、働き方改革。
「改革を進めて良い！」と背中を押してくれる存在が院長であり、院長の方針がブレるよう
では、改革ができない理由が並んだ時に、文化の改革者は怖くて一歩を踏み出せない。
支えあい、助け合い、高めあう職員同士でいられるためにも、院長先生の後ろ盾は重要。

なぜ…？

現場で改革を進めるスタッフの後ろ盾となる
ステップ１：院長先生の方針表明



マネジメントシステム導入支援を含む
医療機関の勤務環境改善に係る支援を行うのが
医療勤務環境改善支援センター

宮城県：宮城県医師会・株式会社タスクールPlusへ委託 愛知県：愛知県医師会へ委託

都道府県の直接運営や県医師会や病院協会等の団体への委託により運営
労務管理アドバイザー・医業経営アドバイザーが実際の医療機関の支援にあたる



勤改センターの組織力・資質向上に向けた
スーパーバイザー事業（厚生労働省）

医療機関支援に見識の深いアドバイザー
を「スーパーバイザー」として選任。
各都道府県の勤改センターを概ね月１回
程度訪問し、効果的な支援方法に関する
助言や、個別アドバイザー向けの助言を
行う（令和４年度から実施）。

スーパーバイザー



2024年は

医師の働き方改革関連の制度施行とともに

地域医療構想と医師偏在対策の議論が前進

2024年は
医師の働き方改革関連の制度施行とともに
地域医療構想と医師偏在対策の議論が前進



平成16年４月　卒後臨床研修制度の開始
　　日本医師会が平成20年に実施した「日本医師会 新医師臨床研修制度と医師偏在・ 医師不足に関する緊急アンケート調査」
　　によれば、全国の約6割の医局が新制度の導入を機に医師派遣の中止・休止を実施したとの結果であった。

平成30年４月　新専門医制度の開始
令和６年４月　 医師の時間外・休日労働の上限規制の開始

医師養成課程等の改革と地域医療への懸念医師養成課程等の改革と地域医療への懸念

常に懸念されてきたのは
大学医局からの医師派遣の縮小（通称：引揚げ）



厚生労働省、令和６年度医師の働き方改革の施行後状況調査 調査結果　URL：https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/001363963.pdf


